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1. 論文作成の目的
筆者らの研究成果を公表し，本分野の学術的発展に寄与することを目的とする．

2. 投稿者の資格
投稿の代表執筆者（筆頭著作者）は投稿論文に関する貢献度が最も高い者とし，個人正会員，個人賛

助会員，学生会員，法人正会員，法人賛助会員等，ＪＬＡ会員であること．連名者（連名著作者）は

投稿論文に貢献し，当該論文に関する質疑に回答できる者とし，ＪＬＡ会員であることが望ましい．

3. 論文集掲載までの流れ
(1) 原稿受付

(ⅰ) 論文は一般に公表されている刊行物に未投稿のものであること．
(ⅱ) 論文の査読，掲載等を円滑に実施するため，原稿と一緒に表 1に示すチェックリストを提
出のこと．チェックリストは本学会ホームページよりダウンロードすること．

(ⅲ) 論文の投稿日は原稿の受付日とする．
(ⅳ) 投稿原稿の内容に関する責任はすべて著者に帰属する．
(ⅴ) 投稿原稿の内容に関する討論についての責任は著者に帰属する．
(ⅵ) 原稿は投稿論文作成用テンプレート（WORD）に従って，原則日本語で作成する．
    テンプレートは本学会ホームページよりダウンロードすること．
(ⅶ) 原稿は最大 8ページまでとする．
(ⅷ) WORDで作成した原稿およびそれを PDFに変換した原稿の両方を提出すること．

(2) 提出された原稿の内容および体裁の審査を行い，不備な場合は原稿の再作成を依頼する．原稿は
1か月以内に再提出すること．

(3) 討論および審査の実施．
(4) 掲載可否の判定．
(5) 掲載可の場合，最終原稿，著作権移譲書等を提出し，掲載料 20,000円を本学会に納付する．
(6) 掲載否の場合異議申し立てにより，その申し立てが妥当と認められれば再審査する．
(7) 論文掲載（Web）

4. 論文の審査
論文の内容および体裁については本学会理事会が指名する 2 名以上の査読委員が審査する．論文内
容については代表執筆者と査読委員との誌上討論を実施することがある．

5. 著作権
(1) 論文集に掲載された論文の著作権は本学会に帰属する．

(2) 当該論文の審査合格の時点で，投稿原稿の代表執筆者は著作権を本学会に譲渡する．連名者はそ

の旨を代表執筆者に委任しておくこと．

(3) 著者が論文の一部を複製，翻訳して用いることは妨げないが，全文を複製して他誌に掲載する場

合は本学会の承諾が必要である．
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6. その他
(1) 原稿の内容に関する責任は著者に帰属する．
(2) 論文集に掲載前であれば原稿を取り下げることができる．    

    (3) 執筆要綱は必要に応じて改定する．

                         表 1 論文投稿時提出用チェックリスト
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日本リーダーシップ学会論文集原稿雛形

(サブタイトル：テンプレート利用方法)

日本 太郎*1，都市 次郎*2

A Template for JLA Manuscript Preparation 
(Subtitel: How to use a template)

Taro NIHON, Jiro TOSHI,
*1 JLA University, Nishi-shinjuku00, Shinjuku-ku, Tokyo

*2 JLAB University, Honmachi00, Osaka-shi, Osaka

Abstract
IN English. One two three four five six seven eight nine ten. Eleven twelve thirteen fourteen fifteen sixteen 

seventeen eighteen nineteen twenty. Twenty-one twenty-two twenty-three twenty-four twenty-five twenty-six 
twenty-seven twenty-eight twenty-nine thirty. Thirty-one thirty-two thirty-three thirty-four thirty-five 
thirty-six thirty-seven thirty-eight thirty-nine forty. Forty-one forty-two forty-three forty-four forty-five 
forty-six forty-seven forty-eight forty-nine fifty. Fifty-one fifty-two fifty-three fifty-four fifty-five fifty-six 
fifty-seven fifty-eight fifty-nine sixty. Sixty-one sixty-two sixty-three sixty-four sixty-five sixty-six 
sixty-seven sixty-eight sixty-nine seventy. Seventy-one seventy-two seventy-three seventy-four seventy-five 
seventy-six seventy-seven seventy-eight seventy-nine eighty. Eighty-one eighty-two eighty-three eighty-four 
eighty-five eighty-six eighty-seven eighty-eight eighty-nine ninety. Ninety-one ninety-two ninety-three 
ninety-four ninety-five ninety-six  ninety-seven ninety-eight  ninety-nine one hundred.

Key Words: Leader, Management, Communications, etc.

＜以下，文章(和文)の句読点は全角「，」と「．」を用いること＞

1．緒言

＜本文と見出し (章．節，項)に間は 1行開ける＞

日本らによると，こうである (1)．その一方， 米国らは，

ああいう報告をしている (2)．

本文．（明朝体 9 points）
      ：
      ：
      ：
本文．（明朝体 9 points）

＜本文と見出し (章．節，項)に間は 1行開ける＞

2．研究方法または調査方法

2.1 ある研究

本文．（9 points）
      ：
      ：
      ：
本文．（9 points）

2.2 ある調査実施

本文．（9 points）
      ：
      ：
      ：
本文．（9 points）
図 1 は調査結果である．

                Fig.1 JLA Organization

2.3 その他

本文．（9 points）
      ：
     ：
     ：
     ：
     ：
     ：
     ：
     ：
     ：

      ：
      ：                
本文．（9 points）

タイトル：明朝体

14points

英文タイトル：Times 

New Roman 12points

見出し文字はゴシック体太字

章,節,項番号は Arial

本文は明朝体

数字は Arial

ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄは Times New Roman

サブタイトル：

明朝体 12points

著者名：明朝体 10points

英文サブタイトル：Times 

New Roman 12points

英文著者名：Times 

New Roman 12points

著者全員の所属，所在

地を英文で表記：Times 

New Roman 10points

英文抄録 200-250 語程度で論文の内容が分

かるよう記述する．

Times New Roman 9 points 行間12 points

g@1212g@)4ty 

キーワード：Times New 

Roman 9points   

参考文献参照番号

数字は Arial

全角「．」

半角「.」

図番の表記 9points

名称：英文 Times New Roman

図番号：Arial

代表者 e-mail address：abcdefg@hijk.lmn

Times New Roman 9points  

（見出し文字:ゴシック体太字 9 points,章,節,項番号:Arial）

本文行間は原則 12points
タイトルは 1 行とする
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3. 研究結果または調査結果

3.1 調査結果の事例

本文．（9 points）
      ：
     ：
     ：
     ：
     ：
     ：
     ：
     ：
     ：
     ：

      ：
      ：                
本文．（9 points）

Table1 JLA System
項  目      A     B     C

    数      1     2     3

3.2 研究の評価

本文．（9 points）
      ：
     ：
     ：
     ：
     ：

      ：
      ：                
本文．（9 points）

3.3 研究・調査の評価

本文．（9 points）
      ：
     ：

      ：
      ：
      ：
      ：                
本文．（9 points）

3.4 この特性の評価

本文．（9 points）
      ：
     ：
     ：
     ：
     ：

      ：
      ：                
本文．（9 points）

3.5 研究・調査の今後

本文．（9 points）
      ：
      ：
      ：
     ：
     ：
     ：
     ：
     ：
     ：

      ：
本文．（9 points）

4. 考察

本文．（9 points）
      ：
     ：
     ：
     ：
     ：
     ：
     ：
     ：
     ：
     ：

      ：
  本文．（9 points）

5．結言

本文．（9 points）
      ：
     ：
     
     ：
     ：
     ：

      ：
  本文．（9 points）
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表番の表記 9points

名称：英文 Times New Roman

表番号：Arial

表：

和文：明朝体

ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ：Times New Roman

数字：Arial

Table2 JLA New System

図，表をこのように 2

段にまたいで貼り付

けて良い．

WEB 掲載日が不明確

な場合は記載しない．



参考文献におけるWebsiteの表記方法(案)

文献

番号       Webページの題名（ex. **の調査報告）               参照した日付
↓           ↓                                                ↓
(5)  JLA，『研究会報告』，https;//leadership-association.jp/2020/01/23/ ,2020-1-23, (参照 2021-3-1 )  
    ↑                        ↑                       ↑
著者名,機関名               URL       掲載された日付（不明な場合は記載しない）

  Website名（ex. 太郎の Blog） （この URLから閲覧できること）


